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彙は一行四段配字にする。
全巻にわたって裏打ちを施す。
刊記なし。
字書。
遼の行均撰。
古活字版（元和
年間刊
）。黄
膚色の紙表紙に唐草模様。
題策は巻七にのみ、
左肩に「龍寵手鑑
七
」
とあり、
他はすぺて剥落。
内題・尾題とも「龍寵手鑑巻第一
「龍龍巻一
(S
八）（丁附）
」
とある。
匡郭単辺（縦ニニ・九x横一七・一）、
有界十行で、
序は一行十六字、
本文語
39 
「口禅房印」
の印記あり。
縦二八•四X横二
0•
六
龍寵手鑑
刊八冊
38
長恨歌抄
刊一冊
写で、
五山僧の注の系譜を引くもの。
元年
神無月八日書畢／，右筆貪道沙門良重
37 
子
を
指す）の要句を抜き、
これ
を
仮名交じりで注解したものである。
室町末・近世初期頃のものか。
伝本稀
れである。
印記「漉焉館図書」
。
三体詩抄
縦ニニヽ五x横一六・ニ
漠詩・注釈。
栗皮色無地の紙表紙。外題「絶句私
年七十ーオ
」
との識語あり。
三体詩は宋の周弼の編集した唐代の詩集。
我国では中厳円月の帰朝より三体詩諧義が始まったとされ、
三体詩抄の諸本は十数系統存
する。
本書は寛永元年の書
縦二七•五x横一八．
o
＼，
漠
詩
。注釈。
古活字版（寛永年間刊
）。表
紙は栗皮色無地。
題策、
左肩に剥落の跡あり。序題・内題「長恨歌」、
尾
題「
長恨歌抄
終」。
柱刻は「長恨歌
（丁附）
」。
匡郭四周双辺（縦ニー・四X横一五.
0)
で、
無界十一行本。丁数
は全三五丁で
、刊
記はない
。川
瀬一馬『古活字版の研究』にいう第四種本にあたる。
長恨歌に注を付した抄物の
一。
写二冊
（＼八
）
」。
柱刻は「龍寵巻序」、
「龍寵巻目録
」、
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上／絶句註
下」。
尾題「三体家法詩」。
装丁は包背装。「寛永
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